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今
年
度
の
難
病
連
全
道
集
会
は
、
十
勝
の
音

更
町
に
お
い
て
過
日
終
了
し
ま
し
た
。

　

釧
路
か
ら
腎
友
会
十
四
名
、
釧
路
支
部
関
係

十
七
名
と
保
健
所
の
保
健
婦
さ
ん
ほ
か
が
参
加

し
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
広
い
十
勝
平
野
で
の

二
日
間
で
し
た
。

　
　

一
昨
年
・
釧
路
で
経
験
し
て
い
る
私
ど
も
で

す
が
、
何
せ
一
番
否
労
し
た
の
は
現
地
十
勝
の

役
員
の
方
々
で
あ
っ
た
で
し
■
'
t
う
。

　
　

一
年
以
上
の
準
備
期
間
、
そ
し
て
最
後
の
フ

ィ
ナ
’
－
レ
、
ま
た
終
了
し
て
か
ら
の
各
箪
刀
者

’
へ
の
あ
い
さ
つ
な
ど
、
手
掛
け
た
方
で
な
い
と

分
か
ら
な
い
、
苦
労
と
努
力
の
積
み
重
ね
で
あ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

十
勝
支
部
役
員
の
皆
さ
ん
、
本
き
に
御
苦
労

様
で
し
た
。
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
身
体
の
疲
れ
を

と
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
今
回
参
加
し
て
感
じ
た
こ
ジ
ー
書
い
て

み
た
い
。
そ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
「
患
者
の
訴

え
」
と
『
記
i
m
.
演
』
て
あ
り
ま
す
。

　
　

『
患
者
の
訴
え
』
に
つ
い
て
は
発
表
す
る

　

「
間
」
が
良
か
っ
た
と
思
ヽ
ご
来
賓
あ
い
さ
つ

の
前
に
行
っ
た
関
ワ
ミ
崇
貫
の
方
皆
さ
ん
が

　

「
患
者
の
生
の
’
寄

　

を
聞
く
’
一
と
が
で
き
た
こ

と
。
そ
し
て
、
来
貢
各
位
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
福
祉
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
事
で
あ
ろ

う
（
今
ま
で
は
、
来
賓
あ
い
さ
つ
の
後
に
患
者

の
訴
え
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
来
賓
の
方
は
ほ

と
ん
ど
い
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
）

　

特
に
音
更
町
長
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
意
気
で

良
か
っ
た
で
は
な
い
で
す
か
・
…

　

普
通
で
あ
れ
ば
、
預
か
っ
て
き
た
管
内
町
村

会
の
あ
い
さ
つ
文
を
読
み
上
げ
て
終
わ
る
所
で

し
ょ
う
が
、
こ
の
町
長
さ
ん
は
患
者
の
訴
え
に

感
動
し
て
、
管
内
町
村
会
の
あ
い
さ
つ
は
読
ま

す
、
出
席
し
て
感
激
し
た
点
に
つ
い
て
、
ま
た

行
政
の
長
と
し
て
福
祉
の
大
切
な
事
を
訴
え
て

頂
き
、
私
ど
も
患
者
・
障
害
者
も
心
強
い
感
じ

で
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
の
『
小
山
内
美
智
子
』

さ
ん
の
お
話
は
、
今
回
参
加
し
た
大
部
分
の
方

々
は
、
生
き
る
事
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
新
た

に
し
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

　

小
山
内
美
智
子
さ
ん
は
車
イ
ス
の
障
害
者
で

身
体
が
不
自
由
で
、
唯
一
つ
口
だ
け
が
普
通
で

は
な
い
が
話
せ
る
と
い
う
状
態
で
す
。

　

そ
の
小
山
内
さ
ん
が
、
『
親
に
す
が
っ
て
い

て
は
大
人
と
し
て
生
き
て
い
け
な
い
』
と
感
じ

た
の
は
二
十
二
才
の
時
で
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら

　

「
い
ち
ご
会
」
と
い
う
活
動
を
始
め
た
よ
う
で

す
、
彼
女
の
話
の
中
で
。

　

・
患
者
運
動
は
当
事
者
自
身
が
先
頭
に
な
っ

　
　

て
運
動
ず
・
る
こ
と

　
　

・
代
弁
福
祉
で
は
い
け
な
い
・
・
患
者
自
身

　
　

が
運
動
し
な
い
と
こ
の
よ
う
に
な
る

　
　

・
前
例
を
破
る
こ
と
が
進
歩
に
つ
な
が
る

　

な
ど
、
実
体
験
を
含
ん
だ
話
で
、
今
回
全
道

集
会
に
参
加
し
た
大
多
数
は
、
自
分
で
自
分
の

行
動
を
左
右
出
来
＆
人
達
で
あ
り
、
こ
の
小
山

内
さ
ん
の
講
演
を
目
の
前
で
聞
い
た
と
き
、
私

も
そ
う
で
す
が
、
今
ま
で
の
自
分
は
「
ど
う
だ

っ
た
」
で
あ
ろ
う
ど
考
え
さ
せ
ら
れ
た
方
が
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
…

健
常
者
に
任
せ
た
患
者
運
動
で
は
な
く
、
患
者

自
身
が
運
勧
ｉ
し
、
声
を
あ
げ
る
こ
と
。
そ
し

て
、
あ
た
り
ま
え
の
事
を
や
っ
て
い
て
は
前
進

が
な
い
。
型
破
呼
な
事
で
も
理
解
し
て
も
ら
い

な
が
ら
押
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り

福
祉
の
前
進
に
つ
な
が
る
こ
と
を
信
じ
つ
つ
、

今
後
の
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
全
国
で
も
一
番
思
者
数
が
多
い
私

ど
も
透
析
患
者
は
、
腎
臓
が
悪
い
と
い
う
だ
け

で
、
御
体
満
足
と
同
じ
で
あ
る
。
松
葉
杖
・
車

イ
ス
な
ど
他
人
の
力
を
利
用
し
な
け
れ
ば
行
動

を
起
こ
せ
な
い
と
い
う
人
と
は
違
い
、
辺
析
患

者
は
ま
だ
幸
せ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
く
の
思
者
・
障
害
者
に
出
会
う
こ
と
に
よ

り
、
現
在
の
自
分
の
立
場
が
理
解
出
来
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
・
：
≒

　

ど
ｙ
つ
か
釧
路
地
方
腎
友
会
に
皆
さ
ん
、
他
の

。
’
零
者
・
障
客
者
と
接
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
。
進

　

‘
で
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
沼
ぎ
た
い
・
・
。
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ｅ

釧
腎
会
総
会
終
わ
る

　

今
年
度
の
釧
路
地
方
腎
友
会
総
会
は
、
六
月

四
日
・
旭
町
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
’
‘
に
て
行
わ

れ
た
。

　

総
会
時
に
お
け
る
会
長
・
来
賓
あ
い
さ
つ
の

内
容
は
次
の
と
お
り
。

ム
ぶ
ぼ
耳
ま
の
い
々
ｃ
つ

　
　
　
　

{
会
長
代
理
・
副
会
長
・
竹
内

　

昇
｝

　

・
機
関
誌
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

　

・
各
階
各
眉
の
協
刀
で
成
ヴ
立
っ
て
い
る

　

・
組
織
の
結
東
で
強
固
な
む
の
に

　

・
ス
タ
ッ
フ
不
足
・
・
早
期
解
決
を

来
貢
も
い
さ
つ

　
　
　
　

（
顧
【
叩
釧
路
Ⅲ
礪
・
高
橋
宏
政
】

・
会
貝
の
死
亡
が
多
い
：
寂
し
い
思
い
が
す

　

る
・
・
健
康
管
理
に
充
分
気
を
つ
け
て
ほ
し

　

い
・
消
費
税
は
賛
成
出
来
な
い
・
・
排
除
し
て
い

　

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
通
院
交
通
費
は
委
託
事
業
に
な
っ
た
・
・
額

　

も
当
初
よ
り
増
額
ど
な
っ
た

・
健
康
活
動
に
は
積
極
的
に
取
o
組
む

　

な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
難
病

連
釧
路
支
部
の
事
務
局
長
の
紹
介
‐
飛
祝
竃
・

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
、
議
員
に
は
市
立
俵
院

の
串
川
篤
さ
ん
と
林
田
ク
リ
ニ
ズ
ノ
の
上
田
守

さ
ん
を
選
出
し
ブ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
。
冬
。
役
員
が
議
索
ｙ
・
の
報
告
を
行

い
、
次
の
事
項
を
追
加
・
変
更
し
て
、
議
案
書

ど
お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
追

　

加
」

平
成
元
年
度
沃
範
芳
針
案
忌
中
で

２
・
活
勁
の
目
標

　

Ｂ
）
組
織
・
広
報
・
財
政
の
強
化

　
　

⑩
組
織
の
充
笑
含
貝
・
各
会
と
の
連
終

　
　
　

調
整
を
密
に
す
る
た
め
、
腎
友
会
事
務

　
　
　

局
の
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　

そ
の
た
め
に
、
特
別
会
計
資
金
の
積
立

　
　
　

を
行
い
ま
す
。

【
変

　

更
】

諸
手
当
支
出
基
準

　

管
外
諸
会
議
出
席
の
日
当

　
　

２
、
０
０
０
円
を
Ｉ
、
６
０
０
円
に
変
更

　

ま
た
、
質
間
も
多
く
出
ま
し
た
。
主
な
む
の

は
次
の
と
お
り
。

Ｑ
・
通
院
交
通
費
支
給
の
会
計
報
告
は
何
時
行

　
　

う
か
・
・
・

Ａ
・
今
後
発
行
さ
れ
る
機
関
誌
（
た
ん
ち
ょ
う
）

　
　

で
報
告
す
る
。

Ｑ
・
決
算
書
・
支
出
の
部
・
決
算
額
の
負
担
金

Ａ
∵
会
口
数
が
変
動
し
Ｉ
・
こ
る
の
で
単
純
に
は

　
　

合
致
Ｌ
な
い

Ｑ
一
通
院
交
通
費
「
ぺ
…
…
。
。
は
会
員
の
み
か
。
非

　
　

。
。
ヤ

　

こ
う
て
ｙ
ダ
：

Ｉ
’
∵
昨
耳
少
。
委
託
蚕
菓
に
よ
り
、
非
会
員
に
も

　
　

支
給
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｑ
・
顧
問
が
公
明
党
一
党
な
の
は
疑
間
で
は
な

　
　

い
か
’
：

Ａ
ｆ
公
明
党
と
い
う
政
党
を
選
ん
だ
わ
け
で
な

　
　

ぺ
一
・
に
藤
武
Ｔ
ぶ
橋
宏
政
と
い
う
一
個

　
　

人
を
対
象
に
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　

以
前
は
他
党
の
顧
問
も
い
た
が
、
あ
ま
り

　
　

協
力
的
で
な
く
、
途
中
で
落
選
し
た
の
で

　
　

顧
問
を
解
任
し
た
。

　
　

伊
藤
・
高
橋
顧
問
は
、
釧
腎
会
設
立
当
時

　
　

よ
り
協
力
頂
い
て
い
石
方
な
の
で
、
今
後

　
　

も
顧
間
と
し
て
継
続
し
て
い
く
．

Ｑ
・
ほ
か
の
党
に
も
総
会
案
内
だ
け
で
も
出
し

　
　

て
は
￥
つ
か
・
・
・

Ａ
・
今
後
、
役
員
会
な
ど
で
捨
釘
し
て
い
く
。

Ｑ
・
釧
腎
会
二
役
に
手
当
を
支
給
し
て
は
ど
う

　
　

か
・
・
・

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
議
長
さ
ん
の
裁
量
で

賛
否
の
採
決
を
実
施
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
賛
同
者
多
数
だ
っ
た
の
で
、
平

成
元
年
度
よ
り
釧
腎
会
三
役
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

方
反
等
は
、
議
長
さ
ん
の
決
定
で
、
役
貝
に

一
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、

一一２



　

最
後
に
、
新
役
拓
を
別
記
の
と

お
り
決
定
し
、
総
会
が
柊
わ
り
ま

し
た
。

　

総
会
柊
了
後
、
通
院
交
通
費
の

支
給
を
し
て
無
事
全
日
程
を
終
了

し
た
。

釧
路
地
方
腎
’
友
ム
ぶ

会

　

長

副
会
長

)l　i) 1) 11

事
務
局
長

上
田
竹
内
掛
孔
長
岡
金
井
木
村
m
；

　

弘
（
協
立
）

　

昇
（
雄
立
）

　

聖
（
林
田
）

久
雄
（
日
赤
）

英
雄
（
市
立
）

　

俊
（
市
立
）

　

敏
（
林
田
）

Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
‐

平
ふ
欽
一
几
在
‐
■
ｆ
ｅ
£
Ｓ
＾
£
＜
ｎ
i
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Ｋ

会

　

］

会
計
担
・

幹

Ｉ
Ｉ
！
Ｉ
Ｉ

)l (I Ｈ 1!

事当計

東

　

哲
司
（
市
立
）

対
馬
美
喜
子
（
林
田
）

誉
田
美
津
子
（
市
立
）

中
村
君
江
（
市
立
）

吉
田
喜
一
（
市
立
）

佐
藤
信
浮
（
市
立
）

！
井
美
保
子
（
市
立
）

―
Ｉ
ｇ
・

腎
友
会
総
会
に
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
方
々
：

◆
北
海
道
腎
臓
病
思
者
連
絡
協
議
会
樵
◆
帯
広
腎
友
会
様
◆
還
甫
腎
友
会
様
◆
札
幌
腎
友
会
様

◆
根
室
腎
友
会
様
◆
道
議
会
議
貝
・
伊
藤
武
一
様
◆
衆
議
貝
議
貝
・
北
村
直
人
様

ｉ

－
・
―ﾀj )J IIね月li

ｌ
ｊ
‐
－

会
計
監
査

◆
網
走
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｆ
友
｛

･s. Jill I

弓
訓
タ
マ
子
（
市
立
）

大
森

　

嘉
直
（
林
田
）

砂
原

　

良
子
（
林
田
）

木
口
八
重
子
（
林
田
）

鈴
十
安
男
（
脇
立
）

氷
ぐ
勝
幸
（
日
赤
）

洸
俘
谷
純
考
（
厚
岸
）

赤
Ｉ
幸
雄
（
市
立
）

に
ｙ
良
一
（
林
剛
－
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通
院
交
通
費
の
精
算
報
告

釧
路
一
”
の
通
院
交
通
費
支
給
業
務
の
精
算
報
告
書
を
、
次
の
と
お
o
掲
載
し
ま
す
。

何
か
不
備
な
点
が
お
り
ま
し
た
な
ら
、
ど
う
か
役
員
ま
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
オ
。
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1篤１号機式｝

釦醇市腎鍬酬患嗇に対する人工透研
一一一一一一

　　　　　　　　　　　

學蔵兄*4fl:寸日

Ｓ･市長
岬渕咬之恥
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Ｓ跨委託≪nic7fti・の霞定によりRn6 3≪X
の委託庸Ｓｔ完了したので次のとannxmmi
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記
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皿 平成元年６月(,口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

佐藤信洋（市立府院透析歴1年Bカ月40才）

　

去る６月４□（日）に福祉センターで行われました総会について私の感じた事を述べたいと

思います．

　

尚、その前に質疑応答の巾で私の勘違い質同により訊事進行を遅らせ、上田会長を右往左往

させてしまった事をおわびいたします．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

　　

（１）釧路市居住者の交通費助成について

　　　　　

Ｓ氏より質尚のありましだ非会貫にも助成すべきであり、昨年より釧腎会の対応が何度

　　　　　

も変更になっている･゛については、昨年の秋に身障者禍祉センターで行われた咄時総会に

　　　　　

おいて私もＳ氏と同様の質同をしました．そのとき出席されていた釧路市福祉課担当者は

　　　　　

次の様に回答しています．“今回、交通費支綸の事務委託は腎友会にお願いしますが支給

　　　　　

対象者は釧銘在住者全員（つまり非会貝も含む）です．”上田顧問（現会長）よりも支

　　　　　

給に至る鰹緯の説明が次の通りありました．“居住している市町村より他の市町村の医療

　　　　　

機関へ通院している場合には交通費を助成している地方自治休は多いが、釧路市の崔に居

　　　　　

住している市町村内の医療機関への通院交通費を助成しているのは全道（全国？）では初

　　　　　

めてであり、助成を認めてもらうのに大変苦労しました．゛．以上の話により非会員も巾

　　　　　

請する事により支給されるのは明らかでありますが、支給を認めてもらうまでの上田会畏

　　　　　

を初めとした役員の方々のご苦労は並並ならぬことで有ったと思われます．

　　

（２）高橋市議（公明党）の顧問について．

　　　　　

Ｓ氏より質問の“腎友会の顧問が特定の政党ではまずいのではないか”については市謡会

　　　　　

1具貝クラスにイデオロギーは関係ないと恩われます．いかに腎友会の為に尽力していだけ

　　　　　

るかどうかであり、その点高橋市議は腎友会死足時より現在まで一貫して力になっていた

　　　　　

だき顧同としての資格は十分満たしていると思います．

　　　　　

従って、その感謝の気持ちとして選挙にささやかではあるかもしれませんが腎友会として

　　　　　

推薦し、協力するのが当然と思います．（只、会員の巾で地域・職域・血縁等によりどう

　　　　　

しても脇力できない人はそれはそれでやむを得ないとおもいます．）

　　

（３）役員行動手当について

　　　　　

私が捉案した役貝行動手当の具体案は下記の通りです．

　　　　　　　　　　　　

（Ａ）会長･･･毎月

　

1.500円（年間18, 000円）

　　　　　　　　　　　　

（Ｂ）副会長･･・　M　　100円（

　

ｊ１

　

８，４００円）

　　　　　　　　　　　　

（Ｃ）事務局艮･･り／

　

1,000円（

　

･･12, 000円）

　　　　　

尚、この支出は特別会計より行うのが良いと思われます．

　　

（４）脊友会の会報死行回数について

　　　　　

総会では２ヵ月に１回死行と言うことで承認されていますが．来年皮からは３ヵ月に１回

　　　　　

（年４回）に変更してはどうかとおもいます．事務手間が大変かかり又．記礪のサイクル

　　　　　

も２ヵ月では短すぎるど思います．（どうしても急ぐものぱ事務連絡゛を使う様にする）

　　

最後に･･i出過ぎた事も書きまじたが、それも腎友会を思えばこそのことですので、お許し下さい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

以

　

上

-4.r
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全
取
月
協
事
務
局
ニ
ュ
ー
ス

　

全
腎
協
の
『
分
担
金
引
き
上
げ
』
に
つ
い
て
、
全
腎
脇
事
務
局
ニ
ュ
’
‐
ス
に

『
全
国
会
長
会
議
』
の
内
容
が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
掲
載
し
ま
す
。

　

是
非
と
も
、
皆
さ
ん
の
考
え
を
役
員
へ
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

リ
４
４
Ｈ
ｎ
Ｈ
批
上
げ
し

　

分
担
包
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
意
見
交
換
で
は
、
ま
ず
柳
田
財
政
部

長
か
ら
・
全
腎
協
財
政
の
経
過
と
今
後
の
予
測
の
説
明
が
あ
り
．
油
井
会

長
か
ら
財
政
状
況
や
厳
し
い
情
勢
か
ら
み
て
分
担
金
引
き
上
げ
に
よ
る

財
政
基
盤
と
組
織
基
盤
の
強
化
が
必
要
と
の
趣
旨
脱
明
が
あ
り
ま
し
た
．

　

こ
の
後
の
討
議
で
は
．
分
担
金
引
き
上
げ
の
是
非
、
会
財
政
の
用
途

の
方
向
性
、
事
務
局
体
制
の
あ
り
方
、
事
務
局
業
務
の
省
力
化
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
．
主
な
意
見
は
以
下
の
と
お
り
．

　

☆
過
去
の
会
議
を
基
本
に
検
討
し
た
が
、
予
算
の
八
五
％
が
会
朧
費
、
・

　
　

事
務
局
費
ヽ
人
件
費
で
占
め
ら
れ
'
　
ｔ
ｅ
動
費
は
一
五
％
程
度
ゝ
内
　
　
　

　
　

部
的
な
見
直
し
が
必
要
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

☆
組
織
串
の
向
上
を
優
先
す
べ
き
だ
．

　

☆
分
担
金
を
引
き
上
げ
て
組
織
強
化
を
し
な
け
れ
ば
今
後
の
情
勢
の

　
　

変
化
に
対
応
で
き
な
い
．
で
き
る
限
り
無
駄
を
省
く
こ
と
は
大
切

　
　

だ
が
、
分
担
金
の
引
き
上
げ
は
や
む
を
え
な
い
．

５－-

　

☆
会
報
の
月
刊
化
は
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
必
要
が
な

　
　

い
．
そ
れ
よ
り
も
視
力
障
害
者
の
増
加
な
ど
か
ら
会
報
の
テ
ー
プ

　
　

化
の
方
に
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
．

　

☆
他
の
方
法
で
（
例
え
ば
事
業
活
動
な
ど
）
で
収
入
を
得
ら
れ
な
い

　
　

の
か
．

　

☆
基
本
的
に
は
分
担
金
の
引
き
上
げ
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
財
政
状
況

　
　

だ
．
そ
の
た
め
に
も
全
腎
協
が
会
員
に
対
し
て
な
に
を
し
て
く
れ

　
　

て
い
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　

☆
分
担
金
引
き
上
げ
に
各
県
組
織
が
財
政
的
に
対
応
で
き
な
い
．

　

☆
今
後
、
ど
の
よ
う
な
運
動
を
全
腎
協
が
進
め
て
い
く
の
か
を
腸
ら

　
　

か
に
し
た
上
で
財
政
問
題
を
諭
雄
す
ぺ
・
き
だ
．

　

☆
全
腎
協
は
我
々
の
『
砦
』
だ
か
ら
守
う
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　

い
．
会
報
等
で
十
分
会
員
を
納
得
さ
せ
て
ほ
し
い
．

　

運
営
委
員
会
で
は
、
こ
の
会
長
会
議
で
提
示
さ
れ
た
賢
料
や
論
難
を

ふ
ま
え
て
十
月
、
三
月
の
幹
事
会
に
向
け
て
各
県
組
織
、
プ
ロ
タ
ク
で

肘
喰
し
て
い
た
だ
き
、
分
担
金
引
き
上
げ
の
に
つ
い
て
引
き
続
き
論
議

し
て
い
く
こ
と
を
各
県
組
織
の
代
表
者
に
提
案
し
ま
し
た
．



芦゛I｀『

月-ｔ

に1

k＿.ｄ

６－-

　

餌
路
市
の
「
健
康
ま
つ
り
」
が
九
月
八
・
九

日
の
二
日
間
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て

北
海
遭
難
病
連
釧
路
支
部
の
「
福
祉
相
談
会
」

を
実
施
す
る
こ
と
を
計
酋
し
て
い
ま
す
。

　

・
年
金
に
関
す
る
こ
と

　

・
陣
害
者
壬
鴨
に
間
す
る
こ
と

　

・
生
活
・
住
宅
に
関
す
る
こ
と

　

な
ど
、
福
祉
全
般
に
つ
い
て
相
談
の
あ
る
方

は
、
今
か
ら
準
備
を
し
て
お
い
て
下
ざ
い
。

①
月
日
・
・
平
成
元
年
九
月
八
・
九
日

②
場
所
：
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

③
相
談
は
、
事
前
の
相
談
申
し
込
み
を
必
要
と

　

し
ま
ず
。

④
相
談
員
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
保
健
所
の

　

保
健
婦
さ
ん
に
お
願
い
す
る
予
足
で
す
。

　

逡
東
地
方
の
透
析
患
者
が
集
ま
っ
て
交
流
を

す
■
道
東
六
地
区
交
流
会
は
、
今
年
度
・
釧
路

地
方
腎
友
会
が
幹
事
を
担
当
す
る
こ
と
で
行
い

ま
す
が
、
ま
だ
具
体
的
内
容
が
決
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

至
急
・
役
員
会
な
ど
で
決
定
し
ま
す
か
、
次

の
よ
ｉ
な
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
会
員

の
方
は
予
定
に
入
れ
て
お
い
て
下
さ
い
。

①
月
日
：
平
成
元
年
九
月
二
三
・
二
四
日

②
場
所
・
・
阿
寒
湖
畔
・
ホ
テ
ル
大
東

③
釧
路
で
は
バ
ス
の
手
配
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
日
は
自
家
用
車
を
借
肖
上
げ
て
行
き

ま
す
の
で
早
め
に
参
加
申
し
込
み
を
し
て
下

さ
い
。

今
年
は
釧
路
地
方
腎
友
会
独
自
の
一
泊
旅
行

注
）
福
祉
バ
ス
を
申
し
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
一
泊
旅
行
に
つ
い
て
は
十
月
二
十
∇
二
十
二
日
に

　
　

割
り
当
て
ら
れ
、
腎
友
会
で
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
、
よ
っ
て
、
十
月
二
十
二
日
の
バ

　
　

ス
は
難
病
連
釧
路
支
部
で
患
者
交
流
会
に
利
用
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

は
行
い
ま
せ
ん
。
一
泊
旅
行
は
道
東
六
地
区
交

涜
会
だ
け
に
な
り
ま
す
の
で
。
会
員
の
数
多
く

の
参
加
を
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
事
は
後
日
、
事
務
連
絡
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

ご
期
待
下
さ
い
。

　

難
病
連
釧
路
支
部
の
患
者
交
流
会
は
、
十
月

二
十
二
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

他
の
病
気
の
患
者
さ
ん
方
と
接
す
る
良
い
機

会
で
す
の
で
、
数
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
ぐ
場
所
は
、
阿
寒
町
の
「
自
然
休
養
村
」

で
す
。
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
り
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。



道
腎
協
沖
縄
旅
行
に
参
加
し
て

-

〈
前
号
の
つ
づ
き
》

四
月
↑
三
日

　

今
Ｂ
は
ａ
宙
訂
罰
の
９
　
だ
。
娘
が
、
前
の
日
に

見
つ
け
て
お
い
て
く
れ
た
国
際
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
に
。
親
戚
・
友
人
遠
の
お
み
や
げ
を
買
い

に
行
ぐ
。

　

午
後
か
ら
は
海
岸
の
ホ
テ
ル
に
移
勅
す
＆
。
ホ

テ
ル
に
着
ぐ
と
、
ま
た
、
一
天
で
探
検
ｔ
Ｔ
る
。

　

ラ
ン
の
花
が
、
ホ
テ
ル
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
い

っ
ぱ
い
だ
～
島
ｒ
冰
い
で

い
る
。
プ
ー
・
ル
も
あ
り
、
と
て
ｋ
夭
き
く
、
き
れ

。
い
な
ス
テ
”
ｔ
な
ホ
テ
ル
だ
。

　

夕
食
は
、
一
丁
〈
で
会
席
・
梅
コ
ー
ス
四
千
円
を

食
べ
て
み
る
。
特
別
お
い
し
い
ン
思
っ
も
の
は
、

ま
た
、
な
か
っ
た
。
食
事
後
、
娘
が
プ
ー
ル
ベ
行

こ
う
と
い
う
。
私
は
泳
げ
な
い
の
で
気
は
進
ま
な

い
が
、
仕
万
な
く
つ
ｓ
£
り
っ
。
プ
ー
ル
に
は
、
親

子
連
れ
し
か
い
み
ふ
っ
た
の
で
安
心
し
た
。
私
は

￥
つ
に
か
浮
ぐ
だ
け
で
、
「
ジ
ャ
ボ
ジ
ャ
ボ
‘
子

供
の
水
遊
び
ど
同
じ
だ
。
二
時
間
く
ら
い
水
遊
び

を
し
て
、
銘
麗
へ
帰
る
。

　

そ
の
*
ｆ
ｔ
ｆ
ｒ
ｆ
ｔ
ｏ
寝
t
ｏ
の
は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
ま

『
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
’
い
』
渡
辺

た
、
ス
ナ
ッ
ク
ヘ
行
ぐ
ご
晋
索
気
に
し
な
？
り

飲
物
奮
汪
文
す
＆
。

四
月
十
四
日

　

今
日
は
、
ま
た
観
焉
ハ
ス
で
回
る
日
だ
。
九
時

出
嘉
代
始
め
は
海
中
公
園
。
船
の
底
が
ガ
ラ
ス
に

な
っ
て
い
て
、
海
の
中
が
見
え
る
ぷ
っ
に
な
っ
て

い
る
。
テ
レ
ビ
で
見
た
冪
か
あ
る
、
色
の
鮮
や
か

な
魚
、
シ
マ
シ
マ
の
か
ら
、
色
と
り
ど
２
広
山
。

こ
れ
ま
た
、
『
本
司
が
４
…
…
。

　

次
は
パ
イ
ン
園
。
作
っ
て
い
る
所
は
さ
ぞ
お
い

し
い
、
ど
期
待
し
て
い
た
の
で
す
か
、
食
べ
て
み

る
ど
酢
っ
ぱ
く
て
、
甘
味
れ
ふ
を
く
、
北
海
道
の

ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
４
万
が
、
ズ
…
と
お

い
し
い
。
期
待
は
ず
れ
。
買
う
の
は
や
め
に
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
海
洋
博
物
園
こ
れ
は
、
全
嬰
児
て

回
る
と
一
日
は
か
か
る
と
か
。
で
も
。
私
達
に
与

え
ら
れ
た
時
間
は
た
っ
た
征
す
知
。
会
場
ま
で
電

気
一
ハ
ス
に
乗
る
。
世
吸
‥
ノ
い
、
ラ
ン
ら
花
の
所
だ

け
し
か
回
れ
な
い
。
残
念
・
琴
忿
１
・
。
。

　

次
―
ご
瓦
芦
鳴
吻
は
ぶ
分

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
ー
ブ
ー
ゲ
ン
ピ
ロ
・
・
ア
、
ほ
か
沢
山
。

花
の
缶
１
１
が
鮮
や
か
で
、
目
に
し
み
る
。
こ
れ
は
自

分
の
目
で
見
て
み
な
い
と
、
話
に
聞
い
た
だ
け
で

は
だ
め
…
。
皆
柾
も
覆
非
、
沖
縄
へ
行
っ
て

見
て
下
ざ
い
。
生
命
が
の
ぴ
る
思
じ
が
す
る
よ
。

花
の
好
ｌ
ｇ
私
は
、
何
時
間
で
も
見
て
い
た
か
っ

た
。
時
間
が
短
ぐ
て
、
こ
れ
が
一
番
残
念
で
し
た
。

　

今
日
も
三
時
よ
り
透
析
な
の
で
、
病
院
へ
向
か

う
。
私
は
、
結
柵
体
重
が
増
え
て
い
た
の
で
、
終

わ
り
頃
、
血
辰
か
下
が
り
、
苦
し
い
思
い
を
す
る
。

　

こ
こ
の
病
院
の
舎
箪
が
豪
華
で
デ
ザ
ー
ト
ま
で

つ
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
北
海
道
の
お
客
さ
ん
な

の
で
、
特
別
良
く
し
た
ら
し
い
。

　

病
院
か
悦
海
の
ホ
テ
ル
ま
で
は
結
禰
遠
か
っ

た
の
で
、
八
時
過
ぎ
ホ
テ
ル
に
帰
る
と
、
あ
ま
り

遅
い
の
で
唄
が
心
配
し
て
い
た
。

　

さ
す
か
に
今
阪
は
お
と
な
し
く
寝
る
事
に
す
る
。



四
月
十
五
日

　

今
日
は
、
最
後
の
ほ
由
行
動
で
、
海
で
遊
ぶ
日
。

朝
起
き
て
、
一
番
先
に
外
の
天
気
を
見
る
。
ド
ン

ヨ
リ
曇
っ
て
、
今
に
む
ｍ
が
降
り
そ
う
・
、
寒
く
て

と
て
も
海
に
入
れ
る
天
気
で
は
な
い
。
鳴
か
残
念

が
っ
て
、
お
こ
り
出
ナ
プ
弘
が
天
気
を
悪
ぐ
し
た

訳
で
し
な
い
に
に
わ
…
‐
？
。

　

そ
れ
で
、
雨
が
降
ら
な
い
内
に
、
写
罫
だ
け
で

乙
蜘
う
っ
と
海
へ
出
る
ぶ
碓
し
い
な
い
、
広
い
沖

縫
の
海
で
、
二
・
白
曾
で
写
真
を
撮
り
、
サ
ン
ゴ

を
扮
っ
て
ホ
子
ル
に
入
る
と
、
待
っ
て
い
た
よ
う

に
爾
が
降
り
出
し
て
来
戻
し
た
。

　

午
低
一
時
、
巾
内
の
ホ
テ
ル
ヘ
帰
る
。
今
夜
は

か
糎
ぶ
の
で
、
ま
た
、
み
ん
な
で
心
悟
了
里
９
る
。

ビ
ー
：
ご
Ｔ
・
キ
に
伊
勢
海
老
。
豪
華
な
メ
ニ
ー
。

で
廿
満
足
し
た
様
子
。

　

五
日
ほ
ど
一
緒
に
行
罰
し
た
の
で
、
食
事
後
、

町
へ
遊
び
に
出
心
事
に
す
る
。

　

九
時
、
行
ぐ
人
ｔ
ｘ
に
。
ち
ょ
う
ど
十
心
・
じ
た
。

添
乗
員
さ
ん
が
『
今
夜
は
二
次
会
ま
で
び
き
ま
す

よ
、
一
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
、
二
次
会
は
デ
ィ
ス
コ
』

　

三
台
の
ハ
イ
ヤ
ー
に
創
瓦
で
乗
＆
。
カ
ラ
オ
ケ

ス
ナ
ッ
ク
は
小
き
な
店
で
、
あ
ま
り
さ
れ
い
か
所

で
は
な
か
っ
た
。
皆
、
や
は
り
体
重
を
気
に
し
て
、

飲
ん
で
い
る
人
は
い
々
か
っ
ｉ
.
!
"
十
二
時
頃
ま
で

い
て
、
次
は
デ
ィ
ス
コ
。
歳
の
人
も
『
み
ん
な
で

行
け
ば
怖
ぐ
な
い
』
：
な
ん
ち
や
て
・
゜
゛
１
４

　

薄
暗
い
の
で
、
歳
島
？
お
か
ら
な
い
ｊ
Ｔ
〈
、

皆
で
踊
＆
。
私
喘
ア
イ
ス
コ
は
始
め
て
。
適
当
に

体
を
動
か
す
。
疲
れ
た
人
か
な
席
に
戻
り
。
ひ
と

休
み
し
て
ま
た
踊
る
。
皆
、
凄
い
ス
タ
ミ
ナ
だ
。

健
康
人
と
変
わ
り
以
な
い
。
四
・
五
人
の
方
は
汗

ビ
ッ
シ
ョ
リ
に
な
り
、
一
人
の
方
が
「
私
達
は
何

な
ん
だ
う
っ
ね
：
ご
」
れ
で
も
思
雁
な
ん
だ
ろ

う
か
」
と
。
楽
し
く
て
驚
石
帰
う
っ
と
云
わ
な
い
。

明
日
は
朝
七
時
過
ぎ
に
帰
る
た
め
、
ホ
テ
ル
を
出

な
く
て
は
か
や
レ
な
い
の
に
ね
・
…

　

そ
れ
で
も
、
二
時
過
ぎ
帰
心
事
に
す
る
。
霊
囲

気
と
し
て
は
、
朝
ま
で
居
た
か
っ
た
ね
。
今
日
は

一
番
遊
ん
だ
ね
・

'ゝ

・－

　　　

－
ダa ＼i"^　ゝ15

四
月
土
八
日

　

朝
七
時
遇
ぎ
、
ホ
テ
ル
を
出
発
す
＆
。
八
時
十

分
、
那
懸
叢
乍
こ
お
別
れ
を
す
る
。
長
い
ぷ
っ
で
、

短
か
っ
た
楽
し
い
六
日
間
で
し
た
。
午
後
一
蒔
半
、

札
挽
駅
に
着
ぐ
。
皆
様
と
「
元
気
で
ね
・
・
さ
よ

う
な
ら
・
・
：
」
。

　

私
の
感
想
と
し
て
は
、
最
後
の
海
で
遊
ぷ
日
が
、

天
気
が
良
か
っ
た
ら
最
高
の
旅
で
し
た
。
そ
れ
が

残
念
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
沖
縄
に
は
季
節
珊
？
む
。

ま
i
ｒ
＼
な
い
。

　

木
々
は
年
甲
緑
で
、
紅
軍
Ｔ
９
事
は
な
い
ど
か
。

雪
も
見
た
Ｉ
か
な
い
人
が
多
い
と
の
事
。
そ
れ
と
、

水
不
足
で
水
が
思
っ
よ
う
に
煉
瓦
な
い
事
‥

　

且
唄
、
お
ふ
ろ
屋
で
、
水
を
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
使

っ
て
い
一
私
は
水
の
な
い
所
で
は
暮
ら
せ
な
い
な

…
と
。
そ
れ
に
、
私
は
や
は
り
李
節
が
は
っ

き
り
し
て
い
番
ｆ
ｔ
海
運
が
一
番
い
い
。
「
住
め
ば

都
」
で
す
ね
。

　

で
も
、
観
光
で
行
ぐ
の
は
、
沖
縄
は
良
い
所
で

す
。
皆
様
も
是
非
、
一
‘
唇
ｗ
つ
て
見
で
釆
て
下
ｎ
/

^
　
■
>

ｔ
Ｖ

-８-

・●



皿
ふ
幽
几
々
ヤ

　

｀
操
竪
Ｔ
川
啓
十
山

　

平
成
元
年
七
月
九
日
・
晴
天

　

今
年
も
腎
友
会
行
事
の
一
つ
で
あ
る
登
山
が

去
年
と
同
じ
藻
琴
山
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
仲
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
・
友

人
を
さ
そ
い
、
総
勢
五
十
名
に
違
し
ま
し
た
。

　

時
間
も
あ
ま
り
な
く
、
着
い
て
す
ぐ
登
山
開

始
で
す
。
ま
ず
は
最
初
の
目
的
地
で
あ
る
「
銀

挙
水
」
の
湧
き
出
る
休
憩
所
ま
で
の
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
ス
イ
登
っ
て
行
ぐ
人
、
五
十
メ
ー
ト
ル

も
行
か
な
い
・
７
ち
に
音
を
上
げ
る
人
、
一
歩
一

歩
確
実
に
歩
を
進
め
る
人
、
な
ど
色
々
で
し
た

が
、
皆
自
分
の
体
力
Ｉ
体
調
に
合
わ
せ
頑
張
っ

て
登
っ
て
い
＆
様
子
で
し
た
。

　

こ
の
日
は
と
て
も
暑
ぐ
、
体
中
か
ら
汗
が
ふ

き
出
る
様
な
昴
じ
で
、
頭
の
中
は
も
う
「
水
・

ヽ－

●
盾
が
、
つ
ヽ
・

　
　
　
　

ａ
ｌ
’
と
老
っ
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　

≪
.
■
>
-

水
・
銀
嶺
水
」
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
参
加
し
た
人
は
、
こ
の
水
を
求
め
て
参

加
し
た
人
が
多
く
、
な
に
が
な
ん
で
も
水
の
湧

き
出
る
所
ま
で
は
行
ぐ
、
と
い
う
感
じ
で
必
死

で
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

よ
う
や
ぐ
休
憩
所
に
た
ど
り
着
ぐ
と
、
皆
も

う
一
目
散
に
湧
水
に
飛
び
つ
い
て
行
き
、
頭
か

ら
水
を
か
ぷ
＆
者
や
、
蕗
の
葉
に
水
を
す
く
い

飲
む
人
、
う
が
い
す
＆
人
等
、
思
い
思
い
に
こ

の
水
を
満
喫
し
て
い
石
様
で
、
と
に
か
く
お
い

し
い
水
で
し
た
。

　

ひ
ど
休
み
し
た
後
は
い
よ
い
よ
頂
上
ま
で
の

挑
戦
で
す
。

　

時
間
も
余
り
な
ぐ
確
実
に
登
れ
そ
ｉ
な
人
、

二
十
敗
名
が
頂
上
を
目
指
し
、
暑
い
中
ブ
ウ
ブ

ウ
言
い
な
が
ら
全
員
が
登
り
切
７
ま
し
た
。

　

帰
り
は
弟
子
屈
温
泉
に
直
行
し
、
今
日
飲
ん

だ
水
の
話
や
つ
ら
か
っ
た
こ
と
等
、
和
気
あ
い

゛ろ

．

●
初
め
て
の
参
加
で
す
が
、
今
日
一
日

　

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
．

　

皆
様
の
元
気
な
事
に
は
び
っ
く
り
し

　

ま
し
た
．
も
う
少
し
体
力
を
付
け
て

　

来
年
度
も
参
加
し
た
い
と
葱
っ
て
い

　

ま
す
．

　

末
永
日
出
夫
｛
肺
｝

あ
い
に
語
７
合
い
な
が
ら
汗
を
流
し
、
ひ
ど
休

み
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
．

　

今
回
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
．
来
年
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
体

調
に
気
を
つ
け
て
、
元
気
で
毎
日
を
お
く
っ
て

頂
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
．

　

ま
た
、
今
年
も
こ
の
登
山
に
協
力
し
て
下
さ

い
ま
し
た
、
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
婦
長
さ
ん
は

じ
め
、
看
護
婦
の
鈴
木
さ
ん
・
宮
那
さ
ん
、
テ

ク
ニ
シ
ャ
ン
の
佐
々
木
さ
ん
、
そ
し
て
ハ
イ
キ

ン
グ
ー
ク
ラ
ブ
の
鈴
木
さ
ん
、
有
鮭
う
ご
ざ
い

ま
し
た
．

　

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
．
今
年
も
無
事

登
山
を
終
え
Ｉ
事
が
で
き
、
会
員
一
同
愚
謝
に

た
え
ま
せ
ん
．
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
．

　

又
、
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
会
員
の
方
々

来
年
は
一
緒
に
参
加
し
、
感
激
を
味
わ
い
ま
し

〈
事
務
局
〉

９－-
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ほ
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濫
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追
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Ｈ
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魯
騨
こ
老
へ
唇

　
　

一
登
山
の
連
中
ヽ
不
聾
脈
が
出
て
き
た

　

十
五
分
で
、
そ
こ
か
ら
頂
上
に
挑
戦
す
る
人
と

　
　
　

心

　
　
　

が
山
頂
の
奔
晴
ら
し
さ
を
何
度
も
睦

　

錐
豪
水
の
所
と
別
れ
て
、
元
気
な
人
Ｉ
は
項
上

　
　
　
　

験
し
て
い
る
の
で
、
双
張
っ
て
頂
上

　

に
向
か
り
て
行
き
、
残
り
の
人
達
は
齢
瞰
水
の

　
　
　
　

に
た
ど
り
つ
い
た
。
親
子
三
人
で
ま

　

あ
る
所
で
食
事
Ｉ
し
て
、
舗
跡
か
ら
持
っ
て
き

-首
顔牡

●
今
日
は
心
か
ら
本
当
に

　

あ
り
が
と
う
．

　
　
　

高
藤
舒
江
（
市
）

。
饌
肝
吸

・
栽
斑
む
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今
回
ぱ
『
カ
ボ
シ
ヤ
ー
ル
』
と
云
う
お
店
を

紹
介
し
ま
す
。

。
場
所
は
駅
裏
の
ザ
ン
ビ
ア
手
前
に
あ
り
ま
す
。

　

カ
レ
ー
と
ハ
ン
バ
ー
グ
を
得
意
と
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
は
「
カ
ツ
レ
ッ

ト
カ
レ
ー
」
と
「
パ
ン
パ
’
Ｉ
グ
カ
レ
ー
」
だ
そ

う
で
す
。
ボ
リ
ュ
’
‐
ム
た
っ
ぷ
り
で
腹
一
杯
に

な
Ｃ
Ｍ
Ｗ
す
･

　

お
店
の
中
は
落
ち
着
い
た
感
じ
で
、
「
カ
ウ

ン
タ
ー
四
席
」
と
「
テ
ー
ブ
ル
六
つ
」
で
二
十

六
名
ま
で
入
れ
ま
す
。

　

開
店
し
た
の
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
だ
そ
う

で
す
。

　

昼
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
が
、
夜
は
若
い
力

．
ツ
プ
ル
な
ど
が
多
い
そ
う
で
す
。

　
　

「
カ
ボ
シ
ャ
’
‐
・
ル
」
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン

ス
語
で
『
い
じ
っ
ば
り
』
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。

　

営
業
時
間
は
午
前
十
一
時
三
十
分
よ
・
午
諌
九

時
三
十
分
ｉ
で
。

　

密
採
日
：
毎
週
木
曜
日
で
す
の
で
「
ヨ
ロ
シ

ク
」
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
お
店
は
。
辛
さ
が
一
番
ｉ
’
・
五
番
ま
で
あ

り
、
初
心
者
向
き
は
一
番
と
か
、
大
辛
さ
ん
二

番
と
か
辛
き
の
度
合
で
注
文
が
出
来
ま
す
。

　

ち
な
み
に
一
番
は
カ
レ
ー
の
好
き
な
方
な
ら

全
部
食
べ
れ
ま
す
。

　

二
番
は
十
人
中
七
人
位
の
方
が
全
部
食
べ
れ

ま
す
。

　

三
番
？
五
番
は
一
回
食
べ
て
辛
さ
を
知
っ
て

い
一
方
は
「
二
度
と
食
う
か
：
」
ど
心
に
誓

ｉ
程
の
カ
レ
ー
で
す
。

　
　

一
番
？
四
番
ま
で
全
部
食
べ
る
と
「
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　

五
番
を
全
部
食
べ
る
と
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

と
記
念
品
」
が
も
ら
え
ま
す
。

加

丿

全
腎
協
制
作

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド

ご
希
望
の
方
は
各
病
院
の
幹
事
さ
ん
へ

申
し
込
み
下
さ
い
。
一
枚
／
八
〇
〇
円

啄
べ
ｙ
『

’
ｉ
』

１１



Challenge

４７
－
解
き
方

ト
ラ
ベ
ル

ク
ロ
ス
ワ

ー
ド

　

圖

　

各
マ
ス
に
カ
タ
カ
ナ
を
一
文
字
ず
つ

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
最
後
に
ロ
ー
マ
字

の
あ
る
マ
ス
の
七
文
字
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に

つ
な
ぐ
と
、
答
え
の
言
葉
が
で
き
ま
す
。

ヒ
ン
ト

若
者
た
ち
で
大

に
さ
わ
い
。
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お
詫
び

　

六
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
の
答
え
は
『
ユ
ー
ス

ホ
ス
テ
ル
』
の
と
こ
ろ
、
「
ユ
ー
ス
ホ
イ
テ
ル
｀
’
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
答
え
は
両
方
と
も
正
解
と
し
ま
し
た
。

　

応
募
敷
十
五
名
の
中
か
ら
、
厳
正
な
抽
選
の
結
果

の
＋
名
の
方
、
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

竹竹花外藤

井浪輪崎原

靖ひ邦芳修

　

二
（
市
立
）

　

江
（
市
立
）

　

子
（
日
赤
）

ろ
み
（
林
田
）

　

子
（
林
田
）

加吉大坂佐

藤田平野藤

次

委

　

慶
（
厚
岸
）

ミ
ツ
子
（
厚
岸
）

ヒ
デ
子
（
厚
岸
）

　
　

勝
（
厚
岸
）

マ
サ
子
（
厚
岸
）

下記編○下記応募用紙に笞えを記入し、

　

集部まで‘‥

　

正解者の中から抽避で、１０名様に記

　

念品を贈ります。

り正解、当選発表は１０月号で。

・●

　
　
　
　
　

ｌ
ｌ
・

Ａ
夕
デ
ｇ
刀
ギ
班

　

－
。
。
=
％
ｉ
≫
l
l
=
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
当
－

①
ネ
ク
ラ
も
ひ
ど
い
も
ん
で
、
破
の

　

性
格
の
Ｉ
は
困
っ
た
も
の
。

②
バ
イ
オ
リ
ン
の
仲
間
だ
け
ど
、
ち

　

よ
い
と
大
き
い
。

③
体
言
３
～
４
ト
ン
に
も
な
る
大
き

　

な
動
物
で
t
ｏ
．

④
と
に
か
く
政
冶
家
?
5
1
5
ら
ん
で
、

　

一
も
う
け
す
る
よ
う
で
し
て
。

⑤
一
人
用
の
部
塵
で
７
．

⑦
た
い
へ
ん
に
細
か
く
降
る
Ｂ
.
。

　

一

三三ΞΞ乙

口締切は、９月３０日（土）必着・

⑤宛先は、釧路市剔よ町１－７

　　　　　

林囚クリニ･:ク内

　

釧路地方腎友会編集部まで。

m
m
i
の
砂
鰐
に
生
え
る
バ
ラ
科
の
・

　

S
？
Ｅ
で
、
い
い
に
お
い
。

○
カ
エ
ル
の
中
で
い
ち
ば
ん
い
ば
っ

　

て
い
る
の
が
Ｉ
ガ
エ
ル
。

０
ま
ぷ
た
に
で
き
る
小
さ
な
は
れ
も

　

の
。

⑩
料
理
の
と
き
に
便
う
板
。

＠
美
人
の
歩
く
姿
に
た
と
え
ら
れ
る

　

花
で
す
。

○
イ
ソ
ッ
プ
で
お
な
じ
み
の
’
－
ｊ

　

と
キ
リ
ギ
リ
ス
Ｌ
の
お
話
。

⑩
親
万
が
養
成
す
る
。

ｏ
噴
水
?
:
3
t
Ｑ
つ
た
り
、
コ
イ
ガ
泳
い

　

で
い
た
り
。

　　　　　　　　　　

-

　　　　　　　　　　

--

①毎日泳いでいたので、見ろよ

　

肌がｰしているぜ。

⑥こわい思いをするために、入

　

場料を払う人もいます．

ｅ世界最大の一砂漠。

０サオをかついで行く履味。

⑩シェークスピアの喜劇です。

　

夏の夜のお話。

⑩ご用邸もある遷暑地。東北斬

　

幹練でどうぞ。

⑩木がいっぱい生えています。

○ここには女のお巧さんばかり

　

がいまー。

＠黒メガネの人気タレント。

＠しい、くぬぎなどの枯れ木に

　

生えるキノコ。

答回
ト

別
院
名

－氏
名

(ご

Ｄ

－
ﾋ．

Ｆ

Ｇ

－
Ｆ

１２－~



◆
柘
聚
良
芯
享
君
◆

高
橋
フ
ミ
工

川
上
郡

川
向
秀
男

釧
ａ
＆
i
Ｅ

ｌ

撃

Ｉ
―
ｉ
咽
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｊ
釧
路
市

山
下
葦
原

’
越
策

lr

器

｀
路
市

雙

轟

釧
路
市

南

諜
子

釧
路
市
喜
多
町

岩
見
よ
し

釧
路
市

長
谷
川
賢
三

飢
路
市

大
滝
泰
子

釧
路
郡
釧
路
町

木
沢

敏
明

釧
路
市

狩
野
豊
広

廼
帯

恋

j11

阿
寒
郡
阿
寒
町

石
井
ユ
キ

阿
寒
郡
阿
寒
町

蔚

由
美
子

川
上
郡
標
茶
町

土
井
勇

釧
路
市

◆
柘
聡
ム
武
昌
只
◆

高
橋
フ
ミ
エ
（
市
立
）

田
中
葉
子
（
市
７
一
）

六
月
よ
皇
貰
一

木
沢
敏
明
（
林
田
）

七
月
よ
７
会
員

有
岡
砂
智
子
（
日
赤
）

及
川
淑
子
（
日
赤
）

岡
本
順
一
（
市
立
）

鈴
木
レ
イ
子
（
市
立
）

南
譚
子
｛
市
立
｝

小
田
桐
泰
通
（
陪
立
)

八
ｎ
:

◆
ｗ
沁
亡
令

大
内
昌
訓
（
茫
巴平
汲
元
Ｉ
て

梶
本
ト
モ
ｔ
こ
り
代
～
孤
て
ぃ
ム

斉
Ｈ
ウ
ー
行
｛
．
・
謳
こ

平
成
元
か
八
に

'
■
'
-
'
＜
m

一
辺
ご

元
亡

一
日
死
亡

１３－

官
費
は
腎
友
会
の
運
営
資
金
で
す
。
早
目

に
納
λ
し
ま
し
寸
つ
。

｜

｜
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